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あらまし 地理情報システムの用途に応じて最適な空間データを作成し利用できるよう，空間データの品質について
定義および標準化が進められている．またこの品質情報を予め既存空間データに付与し，それを参照することで，
適切な空間データの選択が可能になると考えられる．しかしこの新たな品質の概念は，これまでの縮尺のみで一律
に決まる品質概念とは全く異なるものであり，広く普及するには至っていない．そのため，空間データの検索を行
う現在のクリアリングハウスには，空間データの品質を考慮した検索機能は実装されていない．そこで本研究では，
空間データのメタデータに品質情報を登録し，品質情報に対する検索を行えるようクリアリングハウス機能の拡張
を提案する．具体的には XML による品質データと品質評価基準となる製品仕様書の記述法，品質に関する検索法，
および全体のシステム構成について説明する． 
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Abstract  A definition and standardization about quality of spatial data are proceeding for the purpose of making or using the 
most suitable spatial data to meet the use of geographical information system. And it is possible to select appropriate spatial 
data by referring to the quality data about existing spatial data. However, in the clearinghouse used for searching spatial data, 
there is no function to search based on the quality of spatial data now. So, in this study, we propose a way to register quality 
information with metadata of spatial data, and expansion of function to search for quality information in clearinghouse. In this 
paper, we explain how to describe quality data about spatial data and product specifications as criterion for quality evaluation 
in XML, to search based on quality information. In addition, we propose whole structure of the system. 
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1. はじめに 

現在，様々な分野において地理情報システム(GIS)

が利用されている．今後多種多様な空間データが流

通し，様々な用途にて GIS の利用が進むにつれ，利

用者にとっては，利用する GIS が用途に適し，目的

を満足したものであることが重要となる．そのため

GIS の構築者は，GIS 利用者の要求を満たすため，

提供する機能の検討と共に用途に応じて必要な空間

データを適切に選択，準備することが重要となる．

また空間データ提供者は，GIS 構築者が適切な空間

データを選択できるよう，品質情報を公開する必要

が生じてくる． 

空間データの品質は，従来縮尺により一義的に決

定されるものであった．しかし現在ではこのような

用途の拡大に伴い，縮尺だけで一義的に品質を決め

ることに不都合が生じてきている． 

そこで縮尺に依存せず，用途に応じて最適な空間

データを利用できるよう，ISO/TC211 において空間

データの品質について標準化が進められている[1]．
そこでは空間データの品質を，完全性，論理一貫性，

位置正確度，時間正確度，主題正確度により記述し，

「製品仕様書（Product specification）によって規定

される理想的なデータ（Universe of discourse）と

実際のデータとの差異」であると定義している． 

 このような国際的な地理情報標準化の流れを受け，

日本でも品質評価手法の標準化[2]や，国内地理情報

標準及び JMP(Japan Metadata Profile)によるメタ

データ標準の作成[3]，そして，GIS で利用する空間

データに対する具体的な要求品質（品質要件）を製

品仕様書で提示し，その仕様書に基づいて作成され

た空間データに対し評価を実施するための指針[4]が

提示されている．これらにより，今後，空間データ

の品質に対する新しい概念が浸透していくものと思

われる． 

そこで本研究では，既存の空間データに対して品

質情報を付与し，その情報を活用することで，GIS

構築者が GIS の用途に適した空間データを容易に選

択できる環境を構築することを目的に，空間データ

の検索及び製品仕様書策定支援システムの構築に取

り組んだ． 

2. 問題点 

現状では空間データの検索にクリアリングハウス

と呼ばれる検索システムが利用されているが，その

クリアリングハウスと，前述の製品仕様書の策定に

おいて以下の問題点がある． 

2.1 クリアリングハウスに関する問題点 

現在のクリアリングハウスでは，空間データのメ

タデータを検索対象として検索を行っている．クリ

アリングハウスの検索機能は，題名や作成者等に対

するテキスト検索機能や，地図上で指定した範囲に

該当する空間データの検索機能等がある．しかし，

品質要件と空間データの品質を比較・評価すること

は考慮されていない． 

そのため，品質要件に合致する既存空間データの

検索や品質要件に対する既存空間データの満足度評

価は現状では不可能である． 

2.2 製品仕様書の策定に関する問題点 

GIS で利用する空間データの製品仕様書を作成す

る際，そこに記述する品質要件をどのように決めれ

ばよいか，またこれまでに作成した製品仕様書の有

効活用を想定した管理法がない[5]． 

3. 解決方針 

上記問題点を解決するため，クリアリングハウス

に関しては，品質要件と既存空間データの品質情報

を比較・評価し，数値的に満足度を算出できる機能

を追加する．また，製品仕様書の策定に関しては，

策定から管理まで統一的に行えるシステムを開発す

る． 

製品仕様書の策定法としては，GIS 構築時にそこ

で提供するサービスでの要求分析を行い，一から策

定する方法と，既存空間データの品質情報と品質要

件を比較･評価しながら策定する方法が考えられる．

後者は前者と比べ，既存空間データの品質を反映し

た品質要件が作成されているため，既存空間データ

の有効活用が期待される．そのため著者らは，後者

の手法に従って品質要件を決め，製品仕様書に反映

することが現実的であると考え，製品仕様書の策定

から管理，そして製品仕様書に記述された品質要件

を検索条件とし，検索を行うことができる空間デー

タ検索システムを開発し，問題点の解決を図る． 

4. システム概要 

本稿で提案するシステムの概要を図 1 に示す． 

本システムは品質情報を基に評価を行うことができ

る拡張クリアリングハウスと，製品仕様書作成・管

理システムからなる．利用者により設定された地物



及び品質要件を検索条件とし，製品仕様書作成・管

理システムから拡張クリアリングハウスに対して検

索が依頼される．拡張クリアリングハウスでは検索

依頼を受け，メタデータを対象として検索を行い，

結果を製品仕様書作成・管理システムへ返答する．

製品仕様書作成・管理システムは，検索結果として

表示された空間データの品質情報を製品仕様書に反

映させることで製品仕様書を作成し，必要に応じて

製品仕様書をデータベースに保存/PDF ファイルに

出力できる．  

次章以降では，拡張クリアリングハウスと製品仕

様書策定・管理システムについて述べる． 

5. 拡張クリアリングハウス 

拡張クリアリングハウスでは，品質要件と空間デ

ータの品質情報を比較・評価することで，品質要件

に対する空間データの満足度を提示する．これを実

現するため，以下の検討を行った． 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

5.1 検索機能の拡張 

従来の検索機能に加え，品質要件に対して既存空

間データがどの程度満足しているか算出する機能を

追加した．具体的には，既存空間データの品質が品 

質要件を完全に満たしていれば 100 点，満たしてい

なければ満たしている割合に応じた点数とする． 

一例を挙げると，完全性/過剰，及び完全性/漏れに

対するユーザからの品質要件「ある地物の全データ

件数 n に対して，完全性/過剰 x%以下，完全性/漏れ

y%以下とする」とした場合，空間データ A の完全性

/過剰が a%以下，完全性/漏れが b%以下である時，

完全性/過剰，及び完全性/漏れの評価結果はそれぞれ

以下の表 1 とおりとなる． 

検索は地物及びその地物に関する品質要件を指定

することで行われる．空間データ全体の満足度は，

各品質要件の満足度に重要度を付与し計算する（図

2）．重要度は GIS の要件に基づき仕様書策定者が指

定するが，細かな指定が難しいと考えられるため，

ここでは 3 段階（必ず準備すべき地物，できる限り

準備したい地物，特に準備する必要の無い地物）と

した．  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

表 1 品質評価結果の例 

品質 
副要素 

品質要件と品
質情報の関係 

空間データA 
の満足度 

a≦x 100 完全性 
/過剰 a＞x 100*(100+x)/(100+a) 

b≦y 100 完全性 
/漏れ b＞y 100*(100-b)/(100-y) 

図 2 空間データ全体の満足度の計算法 

 

図 1 システム概要 
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各重要度における各地物の重要度及び満
足度を基に，以下の式により減点を行う
（満足度が全て100%ならば，減点0）．
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5.2 メタデータへの品質情報付与 

上記の品質評価機能を実現するには，予めメタデ

ータに品質情報を記述しておく必要がある．そこで

メタデータへの品質情報の記述形式については， 

JMPで提示されているデータ品質情報記述形式に則

るものとする．ここで記述すべき品質情報について

は，同じく地理情報標準で規定されている記述項目

に基づくものとする（図 3 参照）． 

ここで記述する空間データの品質は大きく 5 つの

品質要素からなり，それらはさらに品質副要素によ

り細分化され，それぞれ品質情報を記述できる（表 2

参照）．また著者らは，地物毎の品質評価を容易にす

るため，JMP に対し空間データに含まれている地物

情報（名称，定義，空間要素等）を明記できるよう

図 4 のような拡張を行った．これらのメタデータは

XML で記述されている． 

5.3 検索手順 

本拡張クリアリングハウスでの検索手順を示す． 

(1) クリアリングハウスの利用者は，メタデータに記

述されている地物名称及びその属性を選択する． 

(2) 地物毎に各品質副要素のレベルで品質要件を入

力し，検索要求をクリアリングハウスに送る． 

(3) クリアリングハウスでは，検索要件に基づき検索

を行い，検索結果を利用者に返す． 

本クリアリングハウスのイメージを図 5 に示す． 

6. 製品仕様書作成・管理システム 

6.1 製品仕様書の作成支援 

本システムでは 3 章での考えに従い，既存空間デ

ータの品質を製品仕様書中の品質要件に反映しなが

ら製品仕様書の策定を行う．具体的な手順について

は以下のとおりである（図 6 参照）． 

(1) 製品仕様書中の品質要件を検索条件とし，クリ

アリングハウスに検索を依頼する． 
(2) クリアリングハウスでは検索依頼を受け，既存

空間データの品質情報と品質要件と比較・評価

し，評価結果を返す． 

(3) 利用者は結果を参考に，製品仕様書の品質要件

に反映する基本地図を選択し，品質情報を製品

仕様書中の品質要件に反映させる． 

(4) 反映した品質要件の妥当性を検討し，製品仕様

書（案）を作成する． 
(5) 製品仕様書（案）の品質要件に基づき，地物毎

の品質検索を行う． 

(6) 評価結果を基に地物毎の品質情報を製品仕様

書中の品質要件に反映させる． 

(7) (4)～(6)を繰り返し，製品仕様書中の品質要件

を作成する． 

(8) 製品仕様書中の他の記述項目（後述）について

手動で記述を行い，製品仕様書を完成させる． 

(9) データベースへ保存，PDF ファイルとして出

力する． 

 
1 データ品質情報 

2 データ品質(N) 
<データ集合以外ならば> 
 3 データ品質適用規模コード(N) 
<データ集合以外ならば> 
 4 データ品質適用規模の説明 
5 データ品質評価の範囲 
6 データ品質評価(N) 

7 データ品質の報告の種類のコード 
8 定量的な評価 

9 定量的な報告 
<C/定量的な結果が与えられなけ
れば必ず> 
10 定量的な適合性を図る尺度 
 11 適合性に関する仕様 

12 適合性に関する説明 
13 適合性コード 

AND/OR 
<C/定量的な適合性が与えられな
ければ必ず> 
14 定量的な評価結果 

 

 15 データ品質評価値 
16 評価値の計算単位 
17 データ品質評価手順 
18 品質評価の日付 

<OR> 

 
 

 

 

19 定量的な報告への参照 
図 3 JMP における品質情報記述形式 

 
地物情報（1 回） 

地物（1 回以上） 
地物名（1 回） 
地物コード（0 または 1 回） 
地物定義（1 回） 
空間要素（1 回） 
幾何形状（1 回） 
主題属性（0 または 1 回） 
時間特性（0 または 1 回） 

 
 

参照日付（0 または 1 回） 
図 4 地物情報の記述形式 



6.2 記述形式の規定 

製品仕様書の記述項目，および形式については標

準化が取り組まれていない．そこで本システムを利

用して作成される製品仕様書の形式は，国内地理情

報標準中の製品仕様書作成マニュアルで提示されて

いる製品仕様書の形式に準拠したものとし，XML に

より記述する． 

製品仕様書の記述すべき主な項目としては以下の

通りである． 
1.必要とするデータの概要 

2.必要とするデータの内容 

3.品質確認方法 

4.メタデータ 

5.記録仕様 

6.その他の事項例 

6.1 節で述べた手順に従い本システムで策定され

た品質要件は，上記 2 の項目中に反映される．他の

項目に関しては手動で入力を行う． 

6.3 製品仕様書の管理 

作成した製品仕様書については，再利用すること

を想定し，XML データベース1に保存可能である．

データベース中に保存された製品仕様書に対し，タ

イトルや地物等の項目ごと，及び製品仕様書全体を

対象としたテキスト検索を行うことで，目的の製品

仕様書を検索可能である．また，製品仕様書を PDF

形式にて出力可能である2．実際に本システムで作成

した製品仕様書の出力例を図 7 に示す． 

7. まとめ 

本論文では品質情報を基に，既存の空間データの

中から GIS 構築者が用途に最適な空間データを見つ

け出し，現実的な製品仕様書の作成を支援するシス

テムの提案を行った．特に本システムを開発する際

に生じる問題点を明示し，それらの問題点の解決法

について述べた． 
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表 2 品質要素 

品質要素 品質副要素 
過剰 

完全性 
漏れ 
値域一貫性 
フォーマット一貫性 論理一貫性 
位相一貫性 
絶対または外部正確度 
相対または内部正確度 位置正確度 
グリッドデータ位置正確度 
時間測定正確度 
時間一貫性 時間正確度 
時間妥当性 
分類の正確度 
定性的属性の正確度 主題正確度 
定量的属性の正確度 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

図 5 拡張クリアリングハウス画面 
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図 6 製品仕様書策定手順

歩行者ナビゲーションシステム用空間データの製品仕様書 

 

1. データの概要 
1.1 タイトル 

歩行者ナビゲーションシステム用空間データの製品仕様書 
1.2 作成日付 

20011221 
1.3 作成者 

中西 
1.4 データ作成の目的 

東京都中央区銀座1丁目～8丁目、築地1丁目～7丁目を対象とした歩行者ナビゲ 
ーションシステムで使用する基礎データとするため 

1.5 データの地域的範囲 
東京都中央区銀座1丁目～8丁目、築地1丁目～7丁目 

1.6 データの時間的範囲 
2001年2月1日時点のものとする 

1.7 座標系 
• 準拠する測地系 

日本測地系(Tokyo Datum) 
• 平面位置座標の種別 

緯度経度 
• 標高の基準 

東京湾平均海面からの高さ 
 

2. データの内容 
2.1 地物情報 

地物名 地物コード 地物定義 空間要素 幾何形状 主題属性 時間特性 参照日付 
道路 L20000 道路については幅員 3m 以上の

道路とする． 
幾何要素 ライン 名称，幅員  20010101 

 
  2.2 品質情報 

地物 要求品質 評価値 評価手法 品質評価の日付 
地物型，道路 完全性/漏れ 0% 漏れアイテムの割合 20010201 

地物型，道路 論理一貫性/トポロジー一貫性 0% ネットワーク構造を持つ 20010201 

 

3. メタデータ 

適合性レベル2(空間データの完全な記述)とする 
 

4. 記録仕様 

4.1 ファイル仕様 
交換標準記録形式とする 

4.2 記録媒体 

ISO9660形式のCD-ROMとする 
 

5. 成果品 

歩行者ナビゲーションサービスで利用する空間データセット,品質確認報告書,メ 
タデータ(適合性レベル2) 

 

6. その他の事項 
6.1 特殊用語の定義 

 

6.2 参考とする資料 
 

6.3 使用制限 

作業により発生した中間資料は、作業終了後速やかに破棄すること 
6.4 セキュリティ 

コンピュータ内等に残る作業に関連するデータは作業終了後速やかに抹消する 

こと 
6.5 著作権 

このデータの著作権は××社が保持する。××社に許可なく、このデータを利用・ 

複製することを禁じる。 
6.6 守秘義務 

データ作成において、作業中に知り得た秘密は厳守すること 

6.7 備考 
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図 7 出力例 


